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はじめに
　『ファウスト』第 1 部（Faust I, 1808）の中で，マルガレーテはファウスト
に次の有名な質問（独 Gretchenfrage）をしている。「じゃ，話して，あなた
宗教のことどう思ってらっしゃる？」1 本論文の中でヨハン・ヴォルフガング・
フォン・ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe, 1749-1832）の宗教概念につい
て，そして宗教と哲学，宗教と詩文，宗教と芸術，宗教と自然研究との関係
について論じていく。ゲーテは生涯に渡って何度もこのような関係性につい
て考察しているが，その中で統一できるものがあるかを調べていく。彼は哲
学や詩文や芸術や自然研究を宗教（スピノザ主義に基づいた宗教性）の観点
からどのようにとらえているか？
　ゲーテは詩文，芸術，哲学と自然研究についての文章と随筆を数多く残し
たが，それらと宗教との関係についての考察も少なくない。本論文では，ゲー
テの宗教についての対話と手紙からなる証言集ハンス・ヨアヒム・シム
（Heinrich Joachim Simm）の『ゲーテと宗教』（Goethe und die Religion, 
2000）2 という書籍を用いて，特に第 5 章「詩文は自然の秘密を指向してい
る―宗教と芸術」3 からのゲーテの引用文を参考にし，他の引用文も用いな
がら「ゲーテのスピノザ主義に基づいた宗教的哲学・詩文・芸術・自然研究
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の概念」というテーマについて論じる。
　これまでのゲーテ研究において既に明らかになっていることは，スピノザ
からの影響とそれに関連するゲーテ作品の中で頻繁に現れる汎神論である 4。
本論文では，スピノザのゲーテへの影響を意識しながら，ゲーテの宗教概念
を確認し，その使い方と詩文・芸術・哲学・自然研究との関係を調べる。
　翻訳に関しての注釈であるが，ドイツ語の Poesie と Dichtung という言葉
については，ゲーテは同意義に用いているゆえに，本論文では「詩文」と翻
訳する。poetisch という言葉は潮出版社の『ゲーテ全集』で「文学」と「文
学の」として翻訳されている個所があるゆえ，本論文において『ゲーテ全集』
を使用する場合は，この部分をそれぞれ入れ替える場合がある。「文学」と「文
学の」はドイツ語で Literatur と literarisch に該当し，Literatur は Poesie より
広い意味がある。Literatur は「詩」と「詩文」だけではなく，一般的な文学
を含んでいる。Poesie の意味はだいたい「詩」と「詩作」，「詩文」に限られ
ており，「文学」一般の意味は含まれていない。これゆえに Poesie と
Dichtung の訳として「文学」は適切ではない場合がある。
第１章　ゲーテの宗教概念
第1節　宗教的経験の諸段階
　ゲーテは長い人生にあって，子供のころから様々な人物や思想から影響を
受けた上に，宗教的経験も重ねてきた。シムの『ゲーテと宗教』（Goethe 
und die Religion, 2000）によって，ゲーテの宗教的経験の諸段階が明らかに
された。シムは次のように述べている。
　すなわち最初のプロテスタンティズムに対する批判から，汎神論的宗教
観を経て，後の人間主義の理想と晩年の神秘主義に至るが，それは彼が
1813 年のヴィーラントが死んだ時とエッカーマンとの対話の中で，超越と
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輪廻についての自分の考えを詳しく表現しているときである。5
　この宗教的経験の諸段階では，一つの段階が次の段階に入れ替わるわけで
はなく，ゲーテの人生経験と宗教経験が一つの段階から次の段階へ深まって，
広くなっていった。この過程の中で，彼は人生・生命をさらに深い観点から
理解するようになる。
　様々な思想を探求していたゲーテはスピノザの『エチカ』に大きな影響を
受けて，スピノザの「神即自然」（deus sive natura）6 の概念を確信し汎神論
的生命観を生涯もっていたが，筆者が博士論文「ゲーテにおける『生命哲学』
の研究　―自然詩文・永遠・輪廻・行為―」の中で論じたように，ゲーテに
は独特な『エチカ』の読み方がある。博士論文の一部を紹介する。
　スピノザは「神の諸法則」，すなわち「神の無限なる本性の諸法則」や「自
己（神）の本性の諸法則」という言葉を使っているが，ゲーテは「自然は，
永遠の，必然的な，神自身でさえなんら変更することのできない神的な法
則」であるという表現をしている。ゲーテは「自然」の働きを強調し，ス
ピノザは「神」の働きを強調している。『詩と真実』はゲーテの自伝とし
て見られることから，ゲーテの最終的な「自然」や「神」や「法則」の考
察の表明として捉えることができる。ゆえに，彼は自然の中に神的な法則
があると信じていた。このように，ゲーテの生命論的宗教観は，主にスピ
ノザに基づくと考えられるが，ゲーテが理解する神の諸法則は，スピノザ
が述べた法則と異なっている。
　（省略）同じく「スピノザ研究」の中のゲーテの「無限なもの」につい
ての考察は，彼の霊魂の不滅の概念だけではなく，彼の輪廻の概念とも関
係するということから，スピノザの形而上学の範囲を超えていると考えら
れる。7
　ゲーテは1830年6月8日にフリードリッヒ・フォン・ミュラー大臣（Friedrich 
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von Müller, 1779-1849）との対談で「私にとってキリストは，常に最高に重要
な人物ではあるが，問題のある人物でもある」8 と言ったことから，ゲーテ
は教会的な意味では，キリスト教徒ではなかったことが分かる。しかし，ス
ピノザから大きな影響を受けた「熱狂的な弟子」9 であったゲーテは純粋な
スピノザ主義者でもなかった。なぜなら，ゲーテはスピノザの哲学を独自に
解釈し，理解していたからである。二人の神の法の解釈は異なる。その上に，
スピノザが直接表現しなかった輪廻の概念を，ゲーテは表現している。
第 2節　詩人，または芸術家として多神論者，自然研究者として汎
神論者
　1813 年 1 月 6 日のフリードリヒ・ハインリヒ・ヤコービ（Friedrich 
Heinrich Jacobi, 1743-1819）宛の手紙の中で，ゲーテは様々な考え方に興味が
あると述べている。
　私は多様性のある人間なので，一つの考え方だけでは十分ではない。私
は詩人として，また芸術家としては多神論者であり，自然研究者としては
汎神論者であり，前者も後者も決定的である。私は，自身の人格のために，
または道徳のある人間になるために，一つの神を必要とするならば，それ
はすでにある。天上と地上のものは広い領域にあり，それは万物とそれら
の機関が連動するときにのみ把握できるのである。10
　この段落では，ゲーテは詩人として，また芸術家として，また自然研究者
として，また人間として，神の必要性について述べている。ゲーテは詩人と
して，また芸術家としては多神論者であり，自然研究者としては汎神論者で
ある。人間としては一つの神で足りているので，ある意味一神教信者ともい
える。ただし，ゲーテが一神教信者として信じているのは，もちろん一つの
神ではあるが，それは汎神論的な神であろう。
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　自然研究者としてゲーテは，スピノザの「神即自然」（deus sive natura）の
概念を用いて自然を汎神論者の目で研究している。すなわち，自然のすべて
のものの中に神的なものを探し，認識している。1785 年 6 月 9 日に書かれた
スピノザ主義についてのヤコービ宛の手紙の中で，ゲーテは「私はいたると
ころで神的なものを草や石のなかに探している。」と「この神的存在を私は
個々の事物から，そしてそこに内在するものから認識している。」11 と述べ
ている。彼は自然を神の表現として捉えて，すべての草や石の中でも神的な
ものを見ている。自然研究者として，自然の中のたとえ小さいものの中でも
神的なものを探している。この意味において，ゲーテにとって自然研究は，
自然を研究し，発見することだけではなく，最終的には神的なものへの探求
であるといえる。自然研究は，ゲーテが表現している「自然は，永遠の，必
然的な，神自身でさえなんら変更することのできない神的な法則」への理解
を深めるためである。不可説なものを説明できるようになるための挑戦であ
ろう。したがってゲーテにとって自然研究は，まずは神的なものを認識する
ためである。
　ゲーテは詩人として，また芸術家として多神論者である。彼は詩人として，
自分の作品の中で様々な文化や宗教の聖者や神々を紹介している。そして，
ゲーテはそれらから受けた様々な考え方や印象を自分の言葉で表現し，場合
によっては，そこから自身の生命観も表現している。例えば「マホメットを
歌う（Mahomets Gesang, 1772-73）」12 という詩は，未完に終わった戯曲『マ
ホメット』に関するものであり，マホメットというゲーテにとっての宗教的
天才についての詩である 13。
　ゲーテは新しい模範や新しい意味を生み出す人物として，キリスト教の聖
者や聖フィリッポ・ネーリ，聖ロクスといった人々に加え，他に何人もの神
話や歴史上の人物，そしていくつもの『教派』を再発見した。ペラギウス，
ムハンマド，ファウスト，アハスヴェール，プロメーテウス，ルシファー，
タンタロス，イクシーオーン，シーシュポス，スピノザ，マキャヴェッリ，
アリウス派，あるいはヒュプシスト派などである。ゲーテは自分を異端者で
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あると感じ，特に救世主としてのイエス・キリストとの間が損なわれ，それ
によりキリスト教信仰の核心部分との間も損なわれた関係となった 14。
　ゲーテは 1830 年 6 月 8 日にミュラー大臣との対談の中で「私にとってキ
リストは，常に最高に重要な人物ではあるが，問題のある人物でもある」15
と言った。以上からキリスト教の聖者と，神話や歴史上の人物と，いくつも
の教派が，ゲーテの作品の中に現れることから，ゲーテは，確かに詩人とし
ては多神論者であったことが分かる。
第3節　ゲーテの人生と作品の下地をなしている宗教的考察と信仰
　『ゲーテと宗教』の前書きの中で，シムは次のように述べている。「ゲーテ
は宗教，そして宗教についての考察を彼独特のやり方で，自らの作品や言葉
に統合した。その際，彼は常に反論の自由を自らにゆるし，それは自分自身
の立場に向けられることさえあった。」16 この証言集を通して，シムは「ゲー
テの宗教的考察，いや信仰こそが，彼の人生と作品の下地をなしていること
と，彼の世界観や言葉を決定しているという点」17 を示したいと述べている。
シムはさらに「どこに隠れていようとも神的なものを顕示することは彼のね
らいだった。しかし彼は同時に自分が本当に信じているものを隠そうとし，
あるいは詩的形象において把握しようと努めた。それにより宗教に関する問
題においてもゲーテの基本的な思考パターンが示される，すなわち矛盾の統
一，対極性や高進の意味における総合がそれである。」18 と述べている。では，
ゲーテは生涯に渡ってどのような宗教思想に興味を持って，探求してきたか
を紹介する。
　ゲーテの生命観は，基本的に汎神論的で，スピノザ哲学から強い影響を受
けた。しかし，それにも関わらずゲーテは生涯をかけて，あらゆる哲学思想
や宗教に興味を持って研究し，新しい知識を得た。ゲーテが探究した宗教思
想は主にキリスト教 19，ユダヤ教，イスラム教 20，ゾロアスター教（独　
Parsismus, Zoroastrismus），ヒンズー教 21，仏教 22 などである 23。
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　ゲーテは『秘儀』（Die Geheimnisse）の叙事詩の断片を 1784・85 年に作成
した。その中に出てくる予定であった 12 人の騎士は，12 の宗教を代表して
いたはずである。彼は 1815 年 8 月 3 日にスルピッツ・ボワスレー（Sulpiz 
Boisserée, 1783-1854）との対話の中で「『秘儀』は他の多くのものと同じく，
大きすぎるスケールで執筆が始まった。―12 人の騎士は 12 の宗教（?）を代
表するはずで，そのすべてをわざと混沌と掻き乱し，真実は童話として，童
話は真実として現れるはずである。」24 と述べている。
　ゲーテは，様々な宗教を研究し，常に「真理」と「神的なもの」への探求
の精神を表した。そして『ファウスト』の中で述べられている，ファウスト
のゲーテ的な問いである「世界をその最も奥深いところで総べているものを
これぞと認識することもできる」25 ということは，まさにゲーテの探究心を
象徴しているのではないか。
　ゲーテはすでに若いころから詩と宗教の関連性に気づいている。彼は，例
えば聖書の文章に影響を受けたといわれている。ヘルムート・ティーリケ
(Helmut Thielicke, 1908-1986) は『ゲーテとキリスト教』(Goethe und das 
Christentum, 1982) という著作の中で「キリスト教――もちろん無修正で伝
統から取られたキリスト教ではない！――は彼の生涯の伴侶となったし，聖
書は，彼の思考に常に活気を与え，その思考の長い行程で思考の決定要因に
さえなり，とりわけ彼の言語に命を与えた」26 と述べているように，ゲーテ
の原語は聖書の言葉で溢れている。聖書以外にゲーテは，他の古典的宗教的
作品から影響を受けて，『詩と真実』（Dichtung und Wahrheit）の第 2 部第 6
章の中で次のように述べている。
　古代のひとびとや学派において私にもっとも気に入ったのは，詩と宗教
と哲学が完全に一つにとけあっているということであった。そして私には
ヨブ記，ソロモンの雅歌や箴言，およびオルフェウスやヘシオドスの歌は，
私のあの最初の意見にたいして適切な証明をあたえてくれるように思えた
ので，私はいっそう熱心に私の意見を主張した。27
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　ゲーテはこのように古代の人々と学派から感銘を受けたゆえに，それはま
た彼の執筆活動に影響を与えたといえる。詩と宗教と哲学を別のものとして
捉えることは多いと思われるが，ゲーテはこの三つのものがそろった場合の
ある種の力に感づき，ゆえに哲学が含まれた宗教的詩文にものごとを統一で
きる力を感じ，同じような統一感を自身の作品にも生かそうとしていたと考
えられる。 
第4節　宗教性は多作の条件
　ゲーテは 1810 年の 7 月にフリードリッヒ・ウィルヘルム・リーマー
（Friedrich Wilhelm Riemer, 1774-1845）と対話し，次のように述べている。
　人間は宗教的であるかぎり，詩文と芸術において多作である。これを失
うとたんなる摸倣とくりかえしにおちいる，我々の古代に対する関係のよ
うに。古代のモニュメントはどれも信仰から作られたものであったが，我々
は，幻想的なあそびのため，このモニュメントを，ただ幻想的に模倣する
だけである。28
　芸術と詩文における古代のモニュメント，芸術作品を鑑賞し，研究した結
果，ゲーテは，人間が多くの作品を生み出す鍵は，人間の宗教性にあると結
論つけている。ゲーテはこのような古代の作品がよく模倣されてしまうこと
を残念に思っている。彼はイタリア旅行で鑑賞した芸術品において，宗教と
芸術の一体感を感じ，芸術家の宗教性を感じたのは間違いない。さらに，古
代の詩文と作品においてもゲーテはこのような宗教性を見出していると思わ
れる。
ゲーテのスピノザ主義に基づいた宗教的哲学・詩文・芸術・自然研究の概念 （ 83 ）
第 2章　ゲーテが考える詩文と宗教と哲学の関係性
第1節　ゲーテの詩文と宗教と哲学の古典的な見方
　ゲーテの考察によると，古代の人々や学派の特徴は「詩文（文学）29 と宗
教と哲学が完全に一つにとけあっている」30 ということである。この特徴は
彼を魅了していた。古代の人々と学派は人間の最も高い思想，信仰でもある
宗教と哲学を，詩という芸術的な文学表現の中で表している。ゲーテがここ
で述べている「哲学」は，宗教における哲学思想として捉えればよい。同じ『詩
と真実』の第 2 部第 6 章の中で，ゲーテは宗教に含まれている哲学と，含ま
れていない分離した哲学を区別し，比較している。彼は「私が，哲学はすで
に宗教と詩文（文学）31（Poesie）32 のなかに完全にふくまれているのであ
るから，それだけ分離した哲学は必要がないと主張したことであった。」33
と述べている。ゲーテは，宗教においても，詩文においても哲学が含まれて
いると思っている。そうであれば，宗教の中でも，詩文の中でも哲学が見出
せるはずである。したがってゲーテによると分離した哲学は必要ではない。
分離している哲学は宗教あるいは信仰に基づいていないからである。
　ゲーテは以下の箇所でも詩文と哲学を比べている。そこからゲーテにとっ
て「哲学」は「理性」であることが分かる。彼は 1807 年の春に次のように
述べている。
神秘主義とは，未熟な詩文（文学）（Poesie）34，未熟な哲学。
詩文（文学）35（Poesie）36 とは，成熟した自然。
哲学とは，成熟した理性。
　詩文（文学）37（Poesie）38 は自然の秘密を指向し，これを形象（Bild）39
によって解こうとする。哲学は理性の秘密を指向し，これを言葉によって解
こうとする（自然哲学，実験哲学）。
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　神秘主義は自然と理性の秘密を指向し，これを言葉と形象によって解こう
とする。40
　ゲーテによれば，自然の秘密を指向するのは詩文であり，理性の秘密を指
向しているのは哲学である。ゲーテは詩文を自然と，哲学を理性と関連させ
ている。それゆえに，詩文は自然の秘密の表現として捉えればよい。シュトゥ
ルム・ウント・ドラング」（Sturm und Drang）（「疾風怒濤」，1765-1785）の
代表的な作品である『若きヴェルターの悩み』41（Die Leiden des jungen 
Werthers, 1774）の中で，自然を描写するエピソードが多くある。さらにこ
の作品の中で「心」（独 Herz）という言葉がよく用いられている。この意味
では，詩文は「心」の表現としても捉えることができる。この点については
以下でさらに詳しく論じていく。
　『詩と真実』の第 2 部第 6 章の中で，ゲーテは詩文と宗教の共通点につい
て次のように述べている。
　というのは，詩文（文学）42（Poesie）43 においては不可能なものにた
いするある種の信仰が，宗教においては不可説な（不可測な）44 もの
（Unergründliche）45 にたいする同様な信仰が生ずるはずであるから，自分
の分野においてその二つを証明し解明しようとする哲学者は，非常に不利
な立場におかれているように私には思えたからである。それにまた，一人
一人の哲学者が他とは異なった論拠を求め，ついには懐疑論者はあらゆる
ものに根拠も根底もないと公言するにいたったことは，やがて哲学史に
よっても証明されたからである。46
　詩文と宗教の共通点は，不可能なものや不可説なものに対する信仰である。
エッカーマンによるとゲーテが書き，話したすべての言葉は，神が「究めが
たいものであり，人間はそれについてただ，その現れてくる痕跡と予感をお
ぼろげに感じているにすぎない」47 ものであると述べている。宗教において
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の不可説なものに対する信仰は，ゲーテにとって神あるいは神的な法則に対
する信仰であろう。
　ゲーテの理解によると，哲学は理性に基づいて，すべてのものを理性で説
明し，証明しようとする。それに対して詩文は，不可能なものを表現するこ
とができる。また宗教は不可説なものを把握している。したがって，ゲーテ
は不可説なものが存在していることを確信して，不可説がゆえに，哲学者も
これを説明できない，と彼は結論付けた。
　以上で述べたように，ゲーテは宗教に含まれている哲学と，含まれず分離
している哲学を区別している。上記の引用文の中の哲学は，宗教に含まれず
分離している哲学のことであり，詩文と宗教に対する哲学である。理性に基
づいている哲学においては，不可能なもの，不可説なものに対する信仰がな
い。このような哲学においては，目に見える証明できるものが求められてい
る。
　ゲーテによると，不可能なものに対する信仰は，詩文において生ずるはず
である。彼は『ゲーテの散文からの言葉』（Sprüche in Prosa）の中で「迷信
は人生の詩文だから，詩人が迷信的であることは何も悪くない。」48 と述べ
ている。「詩人は迷信的である」とまで言うゲーテは，詩人にある意味で想
像性の自由を与えている。詩人には詩の創作において限界が一つもない。ゲー
テはさらに 1810 年の 7 月にリーマーと対話し「詩人が道徳を説くと牧師よ
りも，もっと困ったことになる。なぜならば彼は，教訓のため寓話を編みだ
したり，衣をきせたりしなければならなくなるから。」49 と述べている。教
訓を与えるために，宗教においても，童話においても，詩文においても寓話
が使われることも少なくない。想像性豊かな寓話は現実の範囲を超えている。
　ゆえにさらに詳しく解釈するためにゲーテの童話についての次の考察を用
いる。「童話とは，わたしたちにとって不可能なできごとを，可能もしくは
不可能な条件のもとで，可能なものとして叙述するもの。」50 詩文と童話に
おいては著者の想像性が働き，物語が生み出される。書かれたものは理性の
範囲を超えて，幻獣などが出てくる幻想世界を描写することもある。詩文と
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童話と宗教においては目に見えない世界，例えば死後の世界，人間の魂，神，
悪魔なども描写または表現することができる。
　もちろん哲学においてはこのようなテーマも扱われているが，基本的に理
性，または批判が基盤となる。それに対して，詩文，童話において，さらに
宗教においても，理性と批判ではなく，主に信仰と想像性が基盤となってい
る。信仰と想像性を踏まえた文学的表現に対して，現実を踏まえた文学的表
現もある。ゲーテは「小説とは，わたしたちにとって可能なできごとを，不
可能もしくはほとんど不可能な条件のもとで，現実のものとして叙述するも
の。」51 と述べている。ゲーテにとって小説は，現実の範囲における話である。
ただし，その中に目に見えない，計器で計れない「愛」「悲しみ」「怒り」な
どの人間の感情が描写されることもあるが，それは現実世界に限られた目に
見えない感情である。従って小説などの現実を語るものと哲学の理性に対し
て，詩文と童話と宗教は不可説なものを語ることを可能にする。
第2節　ゲーテが考える詩文と宗教の役割
　アレッサンドロ・マンゾーニ（Alessandro Manzoni, 1785-1873）の讃歌に
関連して，ゲーテは詩文と宗教の関連性について「時代の様々な出来事のた
めに人々が分裂するとすれば，宗教と詩文は全世界を厳粛で深遠な奥底の部
分で結合する。」52 と述べている。この世に人々を分裂させる力が，数多く
あるという現実を意識しながら，ゲーテは宗教と詩文の中に，人々を結合さ
せる力があることを見出している。以上で述べたように，ゲーテによると宗
教の中に含まれている哲学があるゆえに，宗教と分離した哲学は必要ない。
言い換えれば，信仰を基本とした哲学が求められている，と。このような哲
学が世界を結合する力を持っている。
　さらにゲーテは 1815 年 4 月 27 日のフリードリッヒ・ウィルヘルム・フォン・
トレブラ（Friedrich Wilhelm Heinrich von Trebra, 1740-1819）宛の手紙の中
で「詩文が個別なものへの関心を越えて，全体的展望へと我々をいざなうと
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き，それは常に調和的なはたらきをもつ。」53 と述べている。全世界の人々
を結合する調和的な力は，あらゆるものを結びつける善なる力であるが，そ
れに対抗する力，分離する力もある。いつの時代でも分離する力が働く中で
は，結合する力が必要であろう。
　結合するものはなんであろうか。ゲーテによれば，それは心または信仰で
ある。理性に対しての心，または疑問に対しての信仰である。ゲーテが活躍
したドイツの革新的な文学運動であるシュトゥルム・ウント・ドラングも啓
蒙主義に異議を唱え，理性に対して感情を主張する運動であった。この運動
に参加した詩人たちは思考の合理性に対して，信仰の直接性と心の避けられ
ない必要性で対抗しようとしていた。その中の代表的な作品は，まさに「心」
という言葉が頻繁に使われる，ゲーテの『若きヴェルターの悩み』である。
　ゲーテはさらに詩と宗教の共通点について「詩文（文学）54 においては不
可能なものにたいするある種の信仰が，宗教においては不可説な（不可測な）
55 ものにたいする同様な信仰が生ずるはずである。」56 と述べている。彼によ
るとその共通点は，「不可能なもの」と「不可説なもの」に対する信仰である。
従って宗教と詩における信仰の力は，人々を分裂させようとする力に対して
の，人々を結合する力なのではないか。
第 3章　詩文と芸術における真理と神的なもの
　本章では，「真実は神に似ている。直接には現われず，わたしたちはその
示顕によって真実を推測するほかはない。」57 というゲーテの発言に基づき
詩文と芸術における神的なものについて論じる。「真実は神に似ている。」58
とゲーテは，真実と神をほぼ同等のように扱っている。彼は，全てのものに
対して，目に見えない真実，あるいは神，あるいは神的なもの，を感じ，認
識している。それらのものが全てのものごとに顕現していることは，ゲーテ
の汎神論的生命観であった。
　さらにゲーテは 1825 年『気象学の試み』（Versuch einer Witterungslehre）
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の「はじめに一般的なことを」の中で次のように述べている。「真理は神の
ものと同じで，われわれにはけっして直接に認識できない。われわれが目に
するのは，その残照，例，象徴といった，個別の類縁現象にすぎない。われ
われはそれを把握しがたい生命とは認めながらも，把握したいという望みは
あきらめきれない。」59 ここでは，ゲーテは真理と神のものを同等にしている。
　直接に認識できない神のものは残照，例，象徴といった，個別の類縁現象
を通して目に見えるようになる。なかなか把握できない生命を把握できるよ
うになることはゲーテの望みであった。このような望みはゲーテの真実と神
的なものへの探求の精神を示している。
　以上で述べたように，ゲーテは自然研究者としては汎神論者であり，自然
のあらゆるものにおいて神的なものを探究し，認識している。そして彼は詩
人として，また芸術家としては多神論者であるが，すべての詩文と芸術にお
いて汎神論的な見方で神的なものを見出していることを，本章で論じる。
第1節　詩文における真理と神的なもの
　ゲーテの引用文「真実は神に似ている。直接には現われず，わたしたちは
その示顕によって真実を推測するほかはない。」60 を踏まえて，シムはゲー
テにとって「詩文や世界と社会の道徳的秩序は，真理へのまなざしと，神的
なものへの啓示を開くのである。」61 と結論付けている。ゲーテは草と石の
中だけでなく，詩文や世界と社会の道徳的秩序の中でも神的なものを認識し
ている。作家としての詩人，芸術家のゲーテは多神論者であるが，鑑賞者と
しての詩人，芸術家のゲーテは，詩においても，芸術においても汎神論的な
見方で神的なものを見出し，認識している。
　詩文（文学）62 は自然の秘密を指向し，これを形象（Bild）によって解
こうとする。哲学は理性の秘密を指向し，これを言葉によって解こうと
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する（自然哲学，実験哲学）。神秘主義は自然と理性の秘密を指向し，
これを言葉と形象によって解こうとする。63
　詩文は形象によって自然の秘密を指向している。哲学は言葉によって理性
の秘密を指向している。ここでゲーテは，詩文を「言葉」ではなく「形象」
によって解こうとする，ゆえに，彼にとって詩文とは「形象」である。ゲー
テは，詩文とは言葉を使いながら，「形象」のようなものを作り出している
もの，と思っている。このような「形象」によって，詩文は自然の秘密を指
向している。ここで言い加えることは，宗教のテキストもこのような詩文を
用いていることである。
　ゲーテが自然研究者として自然を探究している姿は，詩人として詩文を書
く姿の中にもある。それは彼が詩人として「自然の秘密」を指向しているか
らである。
　『詩と真実』の第 16 章のスピノザについてのパラグラフの中で，ゲーテは
自身の「うちにある詩的天分」について次のように述べている。
　私は私のうちにある詩的天分を，しだいにまったく自然として考えるよ
うになっていた。私は外的な自然を私の詩的天分の対象として眺めるよう
に生まれついていただけに，なおさらそうであったのである。このような
詩的天分の発言は，もちろんなんらかの誘因によって呼び起こされ規定さ
れることもあったが，もっとも喜ばしくもっとも豊かにそれが現われるの
は，無意識のうちに，むしろ意思に反して現われてくる場合であった。64
　ゲーテは彼の「うちにある（内的な）詩的天分」をまったく自然として考
えて，生まれつきのものとして捉えている。彼はさらに「外的な自然」も同
じ自然の一部として捉えている。「うちにある（内的な）詩的天分」と「外
的な自然」は両方とも同じ自然に所属して，一体である。この詩的天分は，
無意識のうちに，意思に反して現れる，自然の創造力である。
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　以上で述べたようにゲーテは詩人として多神論者であり，多神論的テーマ
を扱っているが，彼の詩的天分・才能そのものは自然の一部であるゆえに，
汎神論的である。その上に鑑賞者としての詩人のゲーテは，詩において汎神
論的な見方で神的なものを見出し，認識している。
第2節　芸術における真理と神的なもの
　ゲーテは主に詩人として有名であったが，芸術にも興味を持っていて，絵
を描き，芸術について論じて，芸術作品を深く鑑賞し，解釈しようとした
65。彼は 1790 年の春にヴェネツィアに滞在している際に，聖母マリアのギリ
シャのイコン（トルコから亡命していたギリシャのオーソドックスなキリス
ト教徒の聖画像）に対する印象を 1790 年 4 月の日記の中に次のように述べ
ている 66。「絵は聖なるものを表現し，聖なるものは絵によって崇拝される
ようになった。こうして宗教と芸術の概念は渾然一体となった。」67 この言
葉は，鑑賞者としての芸術家の発言と捉えればよい。ゲーテはキリスト教の
聖なるものを表現する絵を観察し，「宗教と芸術の概念は渾然一体」という
ことに気づいた。彼はさらに芸術と宗教の概念を『ゲーテの散文からの言葉』
（Sprüche in Prosa）の日付のない遺稿（undatierbarer Nachlass）の中で次の
ように区別している。
　芸術は一種の宗教的感覚を，深いゆるぎない厳粛を基礎としている。そ
のためもあって，芸術は好んで宗教と一つになりたがる。宗教は芸術感覚
を必要としない。それ自身の厳粛を基礎としているからだ。宗教は趣味を
与えることがないと同様に，また，芸術感覚を授けることもしない。68
　ゲーテによると，宗教は自身の厳粛を基礎としているから，もともと芸術
感覚を必要としない。だが芸術も宗教を必要としないが，芸術は，一種の宗
教的感覚や，深くゆるぎない厳粛を基礎としているゆえに，芸術と宗教が一
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体となることは少なくない。したがって，宗教の芸術的表現が，この世には
多く存在するのだと思われる。このできごとはキリスト教においてだけでは
なく，他の宗教にもあるが，このテーマに関してはさらなる研究が必要であ
る。
　ゲーテにとって芸術や美こそは永遠なるものと神的なものの啓示を示して
いる。宗教的なものと芸術的なものはたがいに前提条件となっている。それ
はゲーテがナザレ派とラファエロ，レンブラントの芸術を例にとって（特に
イタリア旅行で）詳述しているように，造形芸術の広い部分にも通じる 69。
　ゲーテは 1787 年 9 月 6 日に，それは 2 番目のローマ滞在（1787 年 6 月－
1788 年 4 月）の時であったが，次のように述べている。「これらの高度な芸
術作品は，同時に人間の自然の作品でもあり，真実と自然の法則に従って生
み出されたものである。恣意的なものや空想されたものの一切が合致して，
そこに必然性が生じ，そこに神がいるのだ。」70 ゲーテは，神が芸術，特に
古代の芸術の中にも身をひそめ，その中に表現されることを確信していた。
このような「人間の自然の作品」は「真実の自然の法則」に従って生み出さ
れたものである。
　以上で述べたようにゲーテは詩人と芸術家として多神論者であるが，芸術
の鑑賞者としては芸術品を自然の一部として捉えて，汎神論的な見方をして
いる。
　ゲーテは真実の宗教に関して次のように述べている。「真実の宗教は二つ
しかない。一つは，わたしたちの内部と周囲に住む神聖なものを，まったく
形なしに認め，崇めるものであり，もう一つは，その神聖なものをもっとも
美しい形で認め，崇めるものである。その中間にあるものはすべて偶像崇拝
である。」71 ゲーテにとって認め崇めるものは基本的に二つである。一つは
目に見えない形を取る神聖なものである。もう一つは目に見えるもっとも美
しい形をとるものである。ゲーテはこの二つのものを真実の宗教と呼んでい
る。両方の真実の宗教は信仰そのものを表している。形なしの神聖なもの（神
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的なもの，魂，エンテレヒー的もの，力など）へ信仰と，もっとも美しい形
あるもの（自然，宗教のもっとも美しい芸術的表現）への信仰であろう。「そ
の中間にあるものはすべて偶像崇拝である」ゆえに，ゲーテは宗教の芸術的
表現をもっとも厳しい目で観察しているといえる。
　次にゲーテは芸術，芸術品について考察し，解釈しながら，芸術家につい
てのあり方，創造仕方についても論じている。ゲーテは 1827 年 3 月 30 日の
レオポルデイーネ・グルストナー・フォン・グルスドルフ（Leopoldine 
Grustner von Grusdorf）宛の手紙の中で次のように述べている。
　もしあなたが私のこの提案を受け入れ，その有効性を信じられるなら，
書面で，いやむしろ絵によってそれを表明されるのを知りたいと思います。
その際わたしが何度でも繰り返して申し上げたいのは，造形芸術家はまず
もって力強い現実によって徹底的にみずからを鍛えなければならず，その
結果はじめて現実から理念的なものを発展させ，そして最後には宗教的な
ものの高みにまで登ることができるということです。72
　ゲーテによると，造形芸術家は現実から理念的なものへ，そして最後に宗
教的なものへの創造を目指すべきである。優れた芸術家になるためにはたえ
ず訓練がいる。この道は過程に過ぎない。もっとも完成した宗教的なものを
創るためにはまず，力強い現実において徹底的に自らを鍛える必要がある。
第 4章　自然と芸術
　ゲーテがフランスの哲学者，美術批評家，作家であるドゥニ・ディドロ
（Denis Diderot, 1713-1784）の批評論『絵画論』Essai sur la peinture（1766）
をフランス語からドイツ語に翻訳し，コメントを付したものはドイツ語で
Diderots Versuch über die Malerei（1799）という。その中にゲーテの芸術に
ついての考察もあり，彼は次のように述べている。
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　自然は自分のために活動しているように見える。芸術家は人間として，
人間のために活動している。（省略）芸術家が，自らを生んでくれた自然
に対して，感謝を込めながら，感じ考え，人間らしく仕上げられたもう一
つの自然を，自然に対し報じる。このためには，天才であり，選ばれた芸
術家は，法則とルールに従って行動しなければならない。この法則とルー
ルは自然が定めた，自然に反しないものである。芸術家の一番大きい富で
あるこの法則とルールを通して，芸術家は自然の大きな富と自身の心情の
豊かさを制し使うことを学んでいる。73
　ゲーテによると，自然に対し報じる芸術品を生み出すためには，芸術家は
自然が定めた法則とルールに従わなければならない。このような法則とルー
ルに従えば芸術家は自然の富も，自身の心情の富も完璧に使用することがで
きるようになる。ただし，そのためには訓練が必要であろう。芸術家が自然
の法則を深く理解すればするほど，さらに現実によって徹底的に自らを鍛え
れば鍛えるほど，「現実から理念的なものを発展させ，そして最後には宗教
的なものの高みにまで登る」ことができ，もっとも美しい宗教的芸術品を創
ることができるといえる。と同時に，「人間は宗教的であるかぎり，詩文と
芸術において多作である」74 ゆえに，優れている芸術品を創るためには芸術
家自身の宗教性も求められている。
　ゲーテは 1802 年にラウハシュテットの新しく開館された劇場のために小
戯曲『われわれがもたらすもの』（Was wir bringen, 1802）を書いた。その中
に古典期におけるゲーテの芸術観を端的に示している次のソネットがある
75。ソネットに出てくる自然を代表する妖精は次のように述べている 76。
自然と芸術はたがいに避けあっているようにみえて
いつのまにか手を結んでいた
わたしの反抗心も消えたいまは
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両者がひとしくわたしを惹きつける
おそらく大切なのは着実な努力だけだろう
日々規則ただしく全身全霊をうちこんで
芸術につながろうとするとき
自然ものびやかに心のなかに開花するらしい
およそ形成とはそうしたものだ
放縦な精神に
どうして純粋無垢が達成できよう
大事をめざすものは自己集中しなければならぬ
制約のなかではじめて巨匠がうまれ
規則だけがわれわれに自由をあたえる 77
　演劇術を代表する少年は妖精（自然）を狙っているが，妖精が逃げようと
している時にメルクルが少年と妖精に対し，二人で舞台の歓喜を高揚させる
べきだと言って，二人を協力させる 78。ソネットの最後の行で「規則」とい
う訳語・言葉が使われているが，原文では Gesetz79 が使われており，それは
「法」あるいは「法則」とも翻訳することができる。自然を代表する妖精は，
大事をなすためには法則 ･ 規則の自由が必要であると強調しているゆえに，
自然の法則に従えば，大きな成果を出すことができる。作品を生み出すため
には芸術家は，自然が定めた，自然に反しない法則とルールに従って行動し
なければならない 80。
　このような自然が定めた法則は，スピノザが説いている法則を思い出させ，
ゲーテが解釈し描写する「自然は，永遠の，必然的な，神自身でさえなんら
変更することのできない神的な法則」と関連することができる。ゲーテはす
べてのものにおいて神的なものを認識するように，すべてのものにおいて，
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すなわち芸術と詩文の創造仕方においても，自然の法則を認識しているとい
える。
おわりに
　ゲーテは我々にはけっして直接に認識できない真理が神のものと同じで
「われわれはそれを把握しがたい生命とは認めながらも，把握したいという
望みはあきらめきれない。」81 と考えている。「世界をその最も奥深いところ
で総べているもの」82 や「生命」そのものを認識し，把握したいというのはゲー
テにとって最大の望みであった。
　あらゆるものごとにおいて真理，神的なものを認識し，見出すゲーテは『詩
と真実』の中で「自然は，永遠の，必然的な，神自身でさえなんら変更する
ことのできない神的な法則に従って働いている」と述べて，スピノザに踏ま
えて自信の生命観を描写している。
　本論文では，ゲーテは詩人と芸術家と自然研究者として，詩文と芸術と自
然の中で真理，神的なものを見出し，認識していることを明確にした。詩文
は自然の秘密を指向して，形象を通して解こうとしている。芸術作品は自然
の法則に従って創るならば，優れている作品となるということが分かった。
　同じようなゲーテの探求精神は宗教思想の探求にも見られる。ゲーテは生
涯に渡って，あらゆる宗教思想を研究していた。このような探求は真理，神
的なものへの探究として捉えることができる。しかし，彼は教会的な意味で
は，キリスト教徒ではなかったことも分かった。一番大きい影響を受けたの
はスピノザの『エチカ』からであったが，ゲーテは純粋なスピノザ主義者で
もなかった。なぜなら，ゲーテはスピノザの哲学を独自に解釈し，スピノザ
が直接表現しなかった輪廻の概念を表現している。
　自然研究者としてゲーテは，スピノザの「神即自然」(deus sive natura) の
概念を用いて自然を汎神論者の目で研究している。この意味において，ゲー
テにとって自然研究は，自然を研究し，発見することだけではなく，最終的
（ 96 ）
には神的なものへの探求であるといえる。自然研究は，ゲーテが表現してい
る「自然は，永遠の，必然的な，神自身でさえなんら変更することのできな
い神的な法則」への理解を深めるためである。そして不可説なものを説明で
きるようになるための試みであろう。
　以上のことから，ゲーテの作品の中には，キリスト教の聖者だけでなく，
神話や歴史上の人物や，いくつもの教派などが現われる，ということからゲー
テは，詩人として多神論者であり，多神論的テーマを扱っていることが分か
る。作品の作り手としての詩人または芸術家のゲーテは多神論的な考えを
持っているが，作品の鑑賞者としての詩人または芸術家のゲーテは，汎神論
的な見方で神的なものを見出し，認識している。
　ゲーテが自然研究者として自然を探究している姿は，詩人として詩文を書
く姿とも重なる。それは彼が詩人として「自然の秘密」を指向しているから
である。芸術家が自然の法則を深く理解すればするほど，また現実によって
徹底的に自らを鍛えれば鍛えるほど，「現実から理念的なものを発展させ，
そして最後には宗教的なものの高みにまで登る」ことができる。そして美し
い宗教的芸術品を創ることができる。と同時に，「人間は宗教的であるかぎり，
詩文と芸術において多作である」83 の言葉通り，優れている芸術品を創るた
めには芸術家自身の宗教性も求められている。ゲーテはすべてのものにおい
て神的なものを認識するように，芸術と詩文の創造の仕方においても，自然
の法則を認識しているといえる。ゲーテの精神の大きさと，生命に対する理
解と探究心があったからこそ，彼は，すべてのものごとにおいて，真理と神
的なものを見出し，認識することができたといえる。
　ゲーテの作品『詩と真実』から，詩と宗教の共通点は，「不可能なもの」
と「不可説なもの」に対する信仰である，と解釈できる。宗教と詩における
信仰の力は，人々を分裂させようとする力に対しての，人々を結合する力だ
と考えられる。
　ゲーテは宗教と詩文，宗教と哲学，宗教と芸術について論じている。哲学
においては基本的に理性，または批判が基盤となる。それに対して，詩文，
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童話，さらに宗教においては，理性と批判ではなく，主に信仰と想像性が基
盤となっている。
　詩と宗教と哲学を別のものとして捉えることは多いと思われるが，古代の
作品にあるように，この三つのものがそろった場合のある種の力にゲーテは
感づき，ゆえに哲学が含まれた宗教的詩文にものごとを統一できる力を感じ，
同じような統一感を自身の作品にも出そうとしていたと考えられる。
　今後の研究課題としては，ゲーテが残された数多くの自然研究に関しての
随筆を確認しながら，自然研究とゲーテの宗教性についての様々な発言を調
べて，さらなる研究が必要である。
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